
徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
九
月
三
十
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

会
計
責
任
者

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

の

氏

名

那
賀
郡
那
賀
町
木
頭
西
宇
字
西
バ
ン

令

和

七

年

平

川

さ

や

か

後

援

会

平

川

さ

や

か

平

川

さ

や

か

二
一

八

月

二

十

八

日

鳴
門
市
北
灘
町
粟
田
字
東
傍
示

令

和

七

年

山

下

よ

し

こ

後

援

会

山

下

敬

子

山

下

敬

子

二
九
五－

一

八

月

二

十

八

日

那
賀
郡
那
賀
町
成
瀬
字
カ
マ
タ
キ
口

令

和

七

年

久

川

治

次

郎

後

援

会

久

川

治

次

郎

久

川

英

二

七
番
地

九

月

一

日

令

和

七

年

大

山

け

ん

後

援

会

大

山

憲

大

山

憲

阿
南
市
上
大
野
町
別
所
三
五－

一

九

月

一

日

阿
南
市
見
能
林
町
貞
成
一
八－

一

令

和

七

年

大

橋

祥

太

後

援

会

大

橋

祥

太

大

橋

宏

之

フ
ィ
カ
ス
・
ア
ル
テ
シ
ー
マ
二
号
棟

九

月

二

日

那
賀
郡
那
賀
町
和
食
郷
字
八
幡
原

令

和

七

年

山

上

健

造

後

援

会

山

上

健

造

山

上

飛

鳥

二
七
番
地
一

九

月

三

日

令

和

七

年



黒

川

き

み

え

後

援

会

黒

川

喜

美

恵

黒

川

真

太

郎

阿
南
市
新
野
町
東
山
五
六－

四

九

月

十

日

令

和

七

年

笠

原

将

吾

後

援

会

笠

原

将

吾

笠

原

将

吾

鳴
門
市
撫
養
町
木
津
九
〇
〇－

一

九

月

十

一

日

那
賀
郡
那
賀
町
雄
字
龍
王
本
八
二

令

和

七

年

川

原

武

志

後

援

会

川

原

武

志

川

原

和

江

番
地

九

月

十

二

日


